
アルコール健康障害に対する理解や支援が進み、県民が

適切にお酒とつきあいながら、健やかに生活できる社会の
実現をめざします！

基本理念

① アルコール健康障害の発生・進行・再発を防止します！
② アルコール健康障害を有する者とその家族を支援します！
③ アルコール健康障害に関連して生じる飲酒運転、暴力、虐待、

自殺等の問題に関する施策との連携を図ります！

３つの基本方針

三重県アルコール健康障害対策推進計画（第2期）の概要
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◇ 治療拠点機関、専門医療機関、相談拠点の指定
◇ 飲酒運転０をめざす条例（飲酒運転違反者にはアルコール依存症の受診義務）

◇ SBIRTSの推進（Screening： スクリーニング、Brief Intervention：簡易介入、
Referral to Treatment：専門治療への紹介、Self-help groups：自助グループへの紹介）を用いた支援

◇ ネットワーク会議開催（自助グループ・医療機関・市町・警察・消防などが参加）

三重県の特徴

【計画期間】令和4年度～令和8年度

資料２



飲酒に伴うリスク
に関する知識の普及を徹底
し、アルコール健康障害の
発生を予防

①教育・啓発
②不適切な飲酒の防止

三重県アルコール健康障害対策推進計画（第2期）の概要【６つの重点課題】

アルコール健康障害の早期発見・早期介入

①早期発見・早期介入のための関係機関
の連携 ・・・ネットワーク会議

②一般医療とアルコール依存症専門医療
機関等との連携 ・・・ＳＢＩＲＴＳ

③相談・支援機関とアルコール専門医療
機関等との連携

④三重県飲酒運転０（ゼロ）をめざす
条例に基づく施策と連携した早期発見

・早期介入 ・・・違反者の受診義務
⑤ＤＶ対応、児童虐待対応、自殺対策等
との連携

アルコール依存症当事者、
家族等からの相談に応じる体制の充実

①地域における相談支援体制の構築と充実
②民間団体の活動と連携した相談支援
・・・相談拠点

アルコール依存症の治療体制の充実

①アルコール依存症の治療体制の充実
・・・治療拠点機関、専門医療機関

飲酒運転０をめざす条例に基づく
指定医療機関

アルコール関連問題に対応できる人材の育成
①アルコール健康障害の治療やアルコール関連問題に適切に対応できる人材の育成

アルコール関連問題に関する調査研究の推進
①アルコール関連問題に関する調査研究の推進

シンポジウム
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重点１ 重点２

重点３

重点４

重点５

重点６

予防・啓発 早期発見・早期介入 その後の治療・支援



総合心療センターひなが
泊ファミリークリニック
松阪厚生病院
南勢病院
・専門治療
・自助グループなどへ紹介

など

自助G

支援団体

関係機関

福祉保健

医療

三重県アルコール健康障害対策推進計画（第2期）の概要 【連携体制】

自助グループ
支援団体
・啓発

・相談支援、社会復帰支援 など

三重県こころの健康センター
各保健所（９か所）
・専門相談、家族支援、
相談対応者の人材養成 など

三重県精神保健福祉審議会アルコール健康障害対策推進部会
「三重県アルコール健康障害対策推進計画」の進捗管理、施策の協議

専門医療機関

相談拠点機関

※県全体の核となる専門医
療機関

榊原病院
県立こころの医療センター

・他の医療機関を対象と
した研修の実施
・普及啓発
・自助グループと連携し
た受診後の患者支援事業

など

治療拠点機関
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救
急
・
医
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機
関
な
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事業者
企業
警察
国、市町
ハローワーク
障害者・生活支援センター
教育委員会・大学
くらし・交通安全課
・不適切飲酒防止のための啓発
・従業員への啓発、指導
・就労支援
・正しい知識の教育
・飲酒運転０をめざす条例に基
づく施策の実施 など

健康推進課
・計画策定、進捗管理
・専門医療機関、相談拠点機関の指定
・商業施設内、街頭やＳＮＳでの啓発
・飲酒運転０をめざす条例に係る医療機関の指定
・治療拠点機関と自助グループが連携した受診後の患者支援事業
・自助グループへ啓発事業の委託 など

紹
介

市町
福祉事務所
地域包括支援センター
・DV、児童虐待等の相談窓口において
専門医療機関等を紹介
・妊婦の飲酒への指導
・生活困窮者自立支援相談 など


